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● 現在の研究について 

これまで私は、25 年にわたる実務経験（企業・

行政）における課題意識に基づき研究を行ってき

た。実務経験として、企業（NEC）においては、事

業開発・経営戦略・コミュニケーション戦略を担

当し、また、行政（内閣官房）においては、構造

改革特区・地域再生、IT 戦略・オープンデータ及

びオープンガバメントに関する政策を担当して

きました。 

こうした経験に基づき、事業創造のためのイノ

ベーションの研究、オープンガバメント／オープ

ンデータによるソーシャルイノベーションの研

究、多様なステークホルダーが共創することによ

り生み出される社会価値創造のためのモデルづ

くり（社会システムデザイン）について研究をし

てきました。 

現在は、社会価値創造のためのプラットフォー

ムのあり方、特に社会（地域）の中核として大学

が果たすべき役割に注目して、研究をしています。

大学が企業や行政と連携し、社会課題を起点にソ

ーシャルプロジェクトをどのようにプロデュー

スすることができるのかに強い関心を持ってい

ます。一方、こうした社会変容との対比で、個人

の変容にも着目しています。社会構造が急速に変

化する中、個人の生き方が大きくパラダイムシフ

トしていく実感があります。個人がこれから、ど

のように変化をして行けばいいのか、そのための

仕組みづくりについて研究をしています。 

● 今後進めていきたい研究について 

今後も、これまでの研究を発展させて行きます

が新たに視点として PBL(problem/project-based 

learning)に関する研究を実施します。企業、行政、

NP0/NGO の課題解決を契機とした学びの持つ可能

性について探りたいと考えています。 

 

● 地域•社会と連携して進めたい内容 

これまでも、地域活性化伝道師（内閣府）、中小

企業診断士として、地域の事業構想や課題解決の

お手伝いをしてきました。ぜひ広島の地域課題解

決に貢献していければと考えております。 

 

● これまでの連携実績 

○大学主催の公開講座・ワークショップ企画等 

・ 慶應義塾大学大学院経営管研究科主催「グラ

ンドデザイン」プログラム 

・ 慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネ

ジメント研究所主催「慶應イノベーティブデ

ザインスクール」プログラム 

・ 東京大学公共政策大学院主催「オープンガバ

メントシンポジウム」 等 

○NPO 等主催シンポジウム・ワークショップ講師 

・ ETIC.主催「まちづくりリーダー講座」 

・ 日本サードセクター経営者協会主催「コンサ

ルタント養成プログラム」 等 

○行政職員研修等における講師 

・ 関西情報センター行政情報化セミナー 

・ 横浜市役所職員研修 等 

○審議会等の委員 

・ 内閣府経済社会総合研究所「地域活性システ

ム論カリキュラム研究会」委員 

・ 総務省「スポーツ×ICT WG」構成員 等 

写

真 

（サイズは任意） 


